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掌ー

奈良市議会議員選挙

4月23日(日)投票予定

奈良県議会議員選挙

4月9日(印投票

奈良市議会議員選挙公報は新聞折り込みで配布します

市崎会蟻貧遺筆の遭司降公"iI~. 4月<9E訪米初日刊号飯(朝日毎日 腕売、鹿鐘日経の各新聞}の
湖~J(~折り込んで配布しn. これらの衛周を観震さnてL、~，い雀散の人13:， 4月19日以後lζ次¢判禿

・ffi(還e公帽を鍋え・く・段}でお安lフ周回Dください.
思"県.会.貧選.に区、遺・R公・・弘実行さnま包ん.
1慣鹿市'健会・...・公帽樋完・ffil市還$竃理.員会・m局市役所，.漫何奮幽質所脅迫絡所
市民ヲピスコナ 各公箆.，分.を除く}笹鵬僚..各児..・・少隼男.会.-..少年野外活

劇包ンタ 酉a悶.館総合.亀，.ンタ 笹老・の司R奈良マチャントンドセンタ 奇術関

販売后(宅配所)

縦断在地電"3月"日号の「調高度しみんさよりJをご覧<1ささい.

o凶 w・1"
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酋を男ると未穿Jザ"える?

ならまち昔写真展

.. 桝咽闘から見出らまらの蜜化や腕砲の刊な

ど酬の"酬を禄船舶唱を!liI'L.1.す 衡の

歴史を写真を通Lて見ることで新υ"づ'"・えるきーョ
例?になります.

ー隆 司.史斜陳存・・日一一一…ス阻属探斜

建策をテマに奈良を写す

写真コンテスト 入賞作畠展

五階岬から7与にかけて「強化をテー叫栂耕M 写
恥'"テスト入帥1肺-:l:I:....，~uと. 制輔の

いか"凶凪肝盆輸の刷駅伝之ます.

金.東Il!ll~ .'"醐日C
m ・ a周.88トィGI'l481Et月置自然・g草ト"関
咽料開(伽腰示即入値附掴宵}

(Q@OOllil61? 

観子で豪い、1日を{応."まいりま笹川

ならま古~流フリーマーケット
白幽 一絵がかける「告られ子ども叫 :rl'-t:'-グ岬」やビ

ッグ刷低軒で岡村ど唱しや個体各大学による

フリーザーケヅトが聞かれます

て‘ます

. . 醐 "trンター醐
醐日開58SH 聞
叩也ト16:00

入・8現.属

見透せ'"い特別公開

寺社展

元耐の酬に町並みが形成き批ならま九でもー闘史

の齢、ところ~'1' ，t，として 鎌多〈点在する由舗ある寺社で
U 山時岨史岡崎司中欄畑暗示仲

ます



ならまち文化歴史回廊

見て歩くと確かなものに
出会える奈良。
平緩まの外.じあたる『なち2ち"左中世大...院や縛訟の門前t広が

る町として発展"した。現代でも盲..きさ主著文化が.舗と発に現手写して

い"，0世界盛岡賞金で健闘例措の州肺甘ーマにした集地

.ど本t."i勺ま"。この町仁点在する蘭. 町被告防ね磯良の業晴、しい
鹿史文化に蝕^、未来の積良に匁ぃ..ぜて〈ださい。

スタンプヲJ とクイズヲJ で歩いて必ょうよ
怒らまちつォーキング開催

4月11町企ト6月4自国

日 吉明四ポイント品 7畑地問ンブ即位即
時 3世間現叫5情的イズポイントtn..'f".クイズ噂す
ると姐置で~1I:t.lUーをプレゼント.多く鰍k，'日発ルみがひろがりまTo
山田，，-"':-71:::>1.'1:I:WVl V(刀'v.+..::'1I!・Vl::， ~Y.

奈良の筏を再発見

ならの伝統工芸・伝統産業展

制の伝‘是正副抽抗生んで.~t.: r木」に酬をあて

「印刷文化J~'j'-'?に向くもりを伝える工酬や

それらを作り出す遁具などを紹介します.

抗日銀日には各種の伎の集積も帆

目崎市観盟，II，，)<~U

れても白〈鎗子がわ判.す

会.忽らまぢセンター1剛
山棚田町田

."自体.
9:00-17国

入場剥 無斜

.士 姻

t!iWI 
四

建築家宮本忠畏の街づくりを紹介

ならまちギャラリー

長野県小布施町での衡づ〈川2時唱師吉本開の

閥 4を紹介する図面や醐暗示します.歴史崎駅前
何時制 一軒耽取噛""~''l''1:恥州=わ刊H，

e ・.Q:E><<õ繍子~.
日開目印刷咽臼欄

9:(1ト17:個
入・1現燃側



[奈良市とその周辺歴史の旅E
奈良市やその周辺"歴史の宝.です.古代から酎"訪

問噌築物や，'.などを専門蜘わかりやすい闘をま

じえて fスでてい"'本建勺てゆきます

定員各コース~人..偽各ヨ ス5例河内{昼食何回料題字含む)
吋加li1i'"ージの靴そってご応駄目、、

tI近代濯援を巡る

鵬図 5}!13剛山-"伺

コース醐制剛蜘-，日朝開会置相理

大学附属笑寝図禽陣実埋高等学後奈良ホテ

ル-，日間叩柵砧血叩4
良少.刑務所延長良女子大字国本館 宇衡盗

.剣豪周Z己 (堺市立工業高等~，交艦察料敏積日
時抑制.支部副惜肺掛』崎明治組

織併究会代劃

[2古代組築を巡る 』
鵬民間3削川一'"00
コース..，秒間肘4 師寺4 銅鐸ト定，，:.t

(沖中師肌)一十坤.繍.院骨~閥桝~

良駅

.師岡由美男(幾帥字文学衛文化財判開制

市文化謝保積奮陵会委員)

r3酋考を巡る t 
鵬日同"岡山-Hω
コース 返俵奈良駅集合ー法殴!，¥'-w錨槌舎一元興考

(中院町)-東大寺近鍬奈良駅

官房師免権豆コ"奈良国立博物館名嘗館員奈良県文化

財保...民金安貝 否決良大学文学修文化財学科

敏授}

[トリ工ンナーレ奈良ウオークI
開値目 ，n祝日ωWOO-16'(I(j(リ雨沙:tjl
ヨース丙犬ト笹原剛--":(;4'-垂仁，盛岡ト酎

EトJlJ<iII締役ーがんニー像閥ー地~却
場~薬師噂休丘入幡神祉-，廃鎖。~唐招提.

-.首公民館 附週中家t主主宅{令計''"比.)
~ . -JflU ~を (奈良市段育費貝 「奈良学高究家}
酬鴨桝{柑杯酬恥刊で帽)

定員 1醐人

減ご参加111;'ページの要領にそってご応募下きい，

ただしニ州、川崎り往復はがきl伎で陥まで

申し込めます。EJ> ìb....鵠切 η1~5H 10日体必着です.

直木田文化
制叩" 監帥'の咽明盤臥史叩榊温蹴建蹴叫途帥鋤恥の削メ〆瓜川川川カ付叶仇で汁忙すT，I山旨以同刷吋〈“世伺iは悶a研天
平刊時代附か肘1，1畑醐醐』

柱が制叫I，jo岬生:E1!;1::き何て廿iき壮き忙だ叫.恥夢蜘L古措sで廿す-天明平噛建鵬築勿哩隻然慌とし比丈た二太が、い、唯
の明蚊酬帥…列椛MをM即抗旋肘杭いめ阿叩てかh岨岬叩ま甘附す判と 」岬ふは岬岬と揖岬操恥も 礁酬休で千一悶叩上
げ刊てホ‘るU叫よ討づ明暗.Cl-t.しかも近寄ってよ〈見ますと

あのつやつやはご温もりのある妥は転式?必引き付ける司恩

配魅力持勺ている叩M!-t!-んか.
制哨つ屋史的岨制知山隊で量W-I~

狩る奈良の叫tOilllll:も宵之ましょう.肝酬の建蜘
"奈良の巨大な財盆であηます.まずそこ"スボ汁を当て

闘し封切S叫せんか。

自画奈良まち 鶴市費観形周草地区

奈良まらこ"輔副首お輔の目叫づに通じて‘叫

川 ηH，これは怒ら〈平刷付制前 その怖とし
て酎られた酬唱駅以降め刊でL幻その怖の

中ωこ鐘でられたのが;;:"4'て?と与w 五同.時良
から旗第〈還飢肝開削除隊甘同計調寺

z阿武川2火災に曙" ，鹿島吋内乱のため闘が射
し帥輔が瞳し"u11' '.l1li. .JtI措置されてしまL
!V::.その刷あた川洲町家崎てられてそれが

近枇なって芝畑とか閥単ε吋柑吋の町名が自
問5主的'I~生まれたと考えられます
週間まこゥL!~JJ<')J:!;齢制吋区鳴を捕

して来良市智恵市康雄条例金制定し r奈良"，を.刊~.tU!l
m 凶粧しまυ

岡崎奈良まちの文化財
問ちこ防団関島市拙された文酬が叫ん

川T，制:tt，~*~"，，'仏三うほ間性酬に織す
るこ同時1~1{聞なことであり また楽しい」とです.

H・d奈良まちの伝統的町家
E憂い歴史のある奈良まちにほ多くの伝統的町家があqま

す国が文化財に縄挫した請に $;"IJ県や市が条例 、わて

緬定Lた家などだくさんの町家が署長食まちの意補らしし町並

持つ〈うています.

~軍良まちを歩く
奈良去らこは多〈哨訟や!，\'~~'''9ますまた所々に"

輔きんが叫す...っ""ニ拙目州小

"酬を刊訂帆蜘して近所の人たちがj;:l"9L
H .刷柑糊明日J 歌劇Lでた〈さんm人が
J<lまも 9する恩宵4金をよぶ〈見糾?法ます.Iお当.挙でもいL、ゐ仙』、叫吟名ゐら含叫s行了司事匹
札てか"l肘象付す

にしてい3ま，.すr 

ならまち紹介冊子1・・
u奈良まちを歩くM発行

繍引しさ問。。環いっし二!IIO)II]W，J町時に点目柏市
胡副悼開閉した柑醐剖...・"と酬 人とま司叉畑
町 H とに削れた温もりの毎日帥紹介し阻み明帽に
愈り飽む'怠ら..，の..づくりを...彫りにし...

"'愛弓扇町".，ジ予偏 】醐句.
a野良文化.子短期大，名.，際舞R ・・6禽金畏
1!!lI!!Jt岬H ・a・-闘訓買
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期間中協力イベント

奈良町資料館

tt戸時代咽蜘雌を脅してい肘.rrPN.酬にかけ
て使われた生簡便具や膚め鎗・騒など金鹿野、会ら"のa・
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